
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、湿潤剤、及び着色樹脂粒子を主成分とする水性エマルションインクであって、該着
色樹脂粒子が少なくとも着色剤および 樹脂成分からなるコアと、三次元架橋構造
を有する樹脂からなるシェルとを有して成るコアシェル型のカプセルエマルション状態で
存在することを特徴とするインクジェット記録用インク。
【請求項２】
　

【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
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前記カプセルエマルションにおいて、着色剤の含有量が該コア全体の１乃至５０重量％
を占めることを特徴とする請求項１記載のインクジェット記録用インク。

前記カプセルエマルションの粒子径が５０～６００ｎｍの間に９９重量％以上分布して
いることを特徴とする請求項 1又は２に記載のインクジェット記録用インク。

前記カプセルエマルションの平均粒子径が５０～５００ｎｍであることを特徴とする請
求項１乃至３のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インク。

水性インクを被記録材上に吐出して記録を行うインクジェット記録方法において、該水
性インクとして請求項１乃至４のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インクを用
い、該被記録材上に画像を形成した後、この画像に弾性部材によって機械的剪断力を加え
て該画像を除去し、該被記録材を再度利用することを特徴とするインクジェット記録方法



【請求項６】
　

【請求項７】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、着色剤を含有する水分散性樹脂が水性媒体中に分散された、被記録材上での滲
みが少ないインクジェット記録用水性インクに関する。さらに、本発明は、前記水性イン
クにより形成された被記録材上の画像を容易に消去し、くり返し被記録材を使用すること
ができるインクジェット記録方法、並びに、該方法に用いる被記録材に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時情報化の進展に伴って、記録の分野においても電子写真法、熱転写法、インクジェッ
ト記録法等が随所で使用されている。中でも特に、ピエゾ方式、バルブ方式、サーマル方
式などのオンディマンド法、荷電制御方式など連続噴射法など、液体状のインクをノズル
から吐出させて画像の記録を行なうインクジェット記録法は、普通紙への印字が可能なこ
と、カラー化への対応が容易なこと、駆動時の騒音、消費電力が低いことなどから、コン
ピューターで作成した文書や画像の出力用プリンターとして近年急速に普及しつつある。
【０００３】
一方、被記録材として用いられる紙は木材より得られるパルプを原料としており、紙の大
量消費は環境破壊につながるため、一度記録に用いた紙を再度利用することが注目されて
いる。
【０００４】
従来、一般のインクジェットプリンターには水を主成分とする水性インクが用いられてき
た。水性インクによって印字した被記録材を再生するには、不要になったこれらの被記録
材を回収し、一旦パルプの状態まで叩解したり、再溶融したりして再利用する方法が一般
的である。しかしながら、この方法では再生のためのエネルギー効率が悪く、再生された
製品は新しい原料を用いるよりも割高になったり、質の悪いものになってしまうという欠
点がある。
【０００５】
上記の問題を解決する方法として、特開平０５－０１６３４２号、特開平０７－３０４９
８４号等には近赤外線によって消色する色素を含んだ記録液を用いて記録物を再利用する
方法が提示されている。しかし、この近赤外線消色型色素では色調が制限されるばかりか
、消色しない場合にも長時間にたつと退色したりするため、オフィスにおいてインクジェ
ットプリンターで一般的に作成する書類やフルカラー画像を意識した記録方法には適さな
い。
【０００６】
水性インク以外の記録液を用いるインクジェットプリンター分野において、特開平０７－
１３３４５１号には、ホットメルト型インクジェットプリンターで画像を形成し、この記
録物に剥離液を含浸させた後、被記録材上の画像を剥離する方法が開示されている。この
場合、ホットメルトインクと被記録材との接着は強固なものであるため、そのような画像
を剥離するためには、充分な量の剥離液ならびに多大なエネルギーを必要とした。
【０００７】
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請求項５記載のインクジェット記録方法に用いられる被記録材であって、Ｃ．Ｓ．Ｆ２
００ｍｌ以下のパルプ繊維から形成され、かつ、該インクジェット記録用インク中の着色
樹脂粒子より小さな径の多孔質の表面を有することを特徴とする被記録材。

請求項１乃至４のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インクにより前記被記録
材上に形成された画像に対し、機械的剪断力を付与する剪断力付与手段を有し、該剪断力
付与手段が、回転可能であり、かつ、前記被記録材と当接する部分に弾性の突起を有する
ローラを含むことを特徴とする画像除去装置。



インクジェット記録以外の分野における消去性インクとしては、特公平０８－１９３５７
号に、ガラス転移温度が３０℃以上である重合体が１μｍ以下の粒径で水中に分散した重
合体水性エマルションを含有し、表面張力が５５ dyne/cm以上である水性消色インクが開
示されている。このインクを用いて布や紙に描画した組成物はブラッシングや洗濯等の物
理的方法で除去できるとされている。しかし、このインクは縫製等の際に布上に描画した
組成物を除去しようとする目的には適しているが、インクの構成上淡色インクであり、フ
ルカラー用のインクに適応可能な思想は含まれていない。また、インクの表面張力が高い
ことから普通紙における浸透性が悪く、印刷物の乾燥性に劣るものであった。
【０００８】
もっとも、インクジェットプリンタ用インクの分野においても樹脂粒子やカプセル化着色
剤粒子を含有するインクがいくつか提案されているが、前述した近赤外線消色型色素を用
いた画像消去方法以外は、その全てが画像のにじみやカラーブリードの防止、あるいは耐
水性、耐光性、および定着性の付与の目的に適した特性の樹脂エマルションやインクであ
って、インクジェット記録画像をより簡便に消去する目的に適した特性の樹脂エマルショ
ンや該樹脂エマルションを含有するインク、およびそれを用いたインクジェット記録画像
の消去方法を提案するものではなかった。
【０００９】
また、繰り返し使用が可能な被記録材も幾つか提供されている。たとえば、特開平８－２
３０３１５号には、アミド基をペンダント基として有する樹脂成分を架橋してなる被覆を
設けたことを特徴とする再利用可能な水性インク用被記録材が開示されている。ここには
、水性インクで形成された画像を水で水洗除去する方法も開示されている。しかしながら
、ここに提案されている画像除去方法では、画像の除去に画像形成物質の一部を形成する
染料を溶解するための水が必要である。この為に、被記録材の再生装置は複雑でコストの
高いものにならざるを得なかった。
【００１０】
特開平６－２５５２０６号には、溝の形成されたローラでインクジェット記録方法により
記録された画像を除去する装置が開示されている。この装置は、油性インクで記録された
画像を、それを溶解する溶剤を表面に付与したローラで除去するものである。このために
、液を供給する手段やローラをクリーニングする手段が必要となり、やはり装置は複雑か
つコストの高いものとなっていた。
【００１１】
また、特開平４－３４１８８０号には、合成樹脂などのインクを吸収しない無端ベルト状
の被記録材に、ホットメルト型インクを用いたゴムやフェルトのブレードで画像を除去す
るディスプレー装置が開示されている。ここに記載の表示装置では、無端ベルト状の被記
録材を用いているために、比較的大きな搬送力で被記録材を搬送することが可能であり、
また、インクを吸収しない被記録材を用いているために比較的被記録材とインクとの接着
力が弱いため、被記録材の前面に当接するブレードが使用可能である。しかしながら、被
記録材上の画像除去方法を、通常用いられる枚葉の被記録材に適用しようとした場合、枚
葉の被記録材には大きな搬送力を与える搬送手段を得ることは困難であり、被記録材の全
面に当接するブレードで被記録材上の画像を除去しようとすると、被記録材の搬送が困難
となる。この問題を回避するために、被記録材にブレードを当接する圧力を弱くすると画
像の除去が困難にであった。また、この特開平４－３４１８８０号に記載の装置では、イ
ンクを吸収しない被記録材を用いているため、ホットメルト型インクを用いたインクジェ
ット記録方法では印字が可能であるが、水性のインクでの印字は行うことができないとい
う問題もあった。
【００１２】
こうした状況をもとに、本出願人は、特願平１１－１０９８４５号、特願平１１－１６３
１９５号等において、樹脂エマルションインクを用いて、インクジェット記録における被
記録材の再利用に適した樹脂エマルションを含有する消去性インク、およびそれを用いた
インクジェット記録画像の消去方法を提案した。
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【００１３】
ここでの消去性インクによれば、インク中のビヒクルは紙に浸透するが着色剤で着色され
た樹脂エマルションは紙の表面で被膜を作り、このとき、樹脂エマルションは紙の孔間の
奥深くには入り込まず表面のみに分布した状態となる。このように、紙表面において形成
された着色剤を含んだ被膜は、金属または樹脂製のブレード等を用いて機械的剪断力を加
えることによって容易に除去したり、または転写部材を被膜形成部に圧着させ転写するこ
とによって被記録材上から剥離したりすることができる。
【００１４】
従って、簡便に画像が消去でき、低コストで記録紙の再利用が可能となったが、上記イン
クを用いて形成した画像を重ねて保存しようとした場合、画像の一部が他の被記録材に付
着するなどの弊害が生じる場合があることがわかった。そのため、記録画像の保存性にも
優れ、かつ、さらに簡易で、被記録材への低い剪断力により確実に画像を消去できる方法
が望まれている。
【００１５】
その一方、本出願人は、ホットメルト型インクを使用するインクジェット記録方法で記録
された被記録材上の画像形成物質を、スパイラル状の刃物部材（金属、セラミックなどの
硬度の高い部材で構成される）で剪断力を加えて除去する装置を提案した（特開平１１－
２７７８９２号）。しかし、ここにおいて、硬度の高いスバイラル状の刃物部材を用いて
も画像の除去は可能であるが、刃物部材を用いた場合には、画像の除去を繰り返すことに
より刃物の先端部分が摩耗して、除去特性が劣化するという問題があった。また、刃の部
分に高い加工精度が要求されるため、コストが高いという問題もあった。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記背景に鑑みてなされたもので、上述のような記録画像の保存性に優れ、しか
もインクジェット記録による画像を容易に消去でき、被記録材を繰り返し使用するのに適
したインクジェット記録用インク、該インクを用いた記録方法、及び被記録材を提供する
ことを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記課題について鋭意研究した結果、特定の粒子径を有する染料または顔
料を含有する熱可塑性樹脂成分からなるコアと、三次元架橋構造を有する樹脂からなるシ
ェルを有して成るコアシェル型のカプセルエマルションを含有する水性インクを用いて、
インクジェット記録方法により被記録材上に形成した画像は、前記の画像保存性の弊害を
解決でき、かつ弾性部材によって機械的剪断力を加えることによって容易に画像を除去で
きることを知見した。本発明はこれに基づいてなされたものである。
【００１８】
　本発明によれば、第一に、水、湿潤剤、及び着色樹脂粒子を主成分とする水性エマルシ
ョンインクであって、該着色樹脂粒子が少なくとも着色剤および 樹脂成分からな
るコアと、三次元架橋構造を有する樹脂からなるシェルとを有して成るコアシェル型のカ
プセルエマルション状態で存在することを特徴とするインクジェット記録用インクが提供
される。
【００１９】
　

【００２０】
　

【００２１】
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第二に、前記カプセルエマルションにおいて、着色剤の含有量が該コア全体の１乃至５
０重量％を占めることを特徴とする前記第一に記載のインクジェット記録用インクが提供
される。

第三に、前記カプセルエマルションの粒子径が５０～６００ｎｍの間に９９重量％以上
分布していることを特徴とする前記第一又は第二に記載のインクジェット記録用インクが
提供される。



　

【００２２】
　

【００２３】
　

【００２４】
　

【００２６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明をさらに詳細に説明する。
通常、水性インクは染料または顔料からなる着色剤と湿潤剤、浸透剤溶媒等のビヒクルと
から構成されるが、このような水性インクで紙に印字を行なうと、ビヒクルの浸透に伴っ
て着色剤も紙繊維中に浸透し定着するため、それらを除去することは非常に困難である。
【００２７】
本発明のインクジェット記録用インクは、着色樹脂粒子が着色剤を含有する熱可塑性樹脂
成分からなるコアと、三次元架橋構造を有する樹脂からなるシェルとからなるコアシェル
型のカプセルエマルションであることを特徴とする水性インクである。このインクを用い
インクジェット記録法で形成された画像は保存性がよい上、弾性部材による機械的剪断力
が与えられることにより、被記録材から容易に除去される。
【００２８】
従来、着色剤を樹脂成分で内包したカプセル粒子を含有したインクを用いることは、特開
平９－１５１３４２号、特開平１０－４６０７５号等に記載されているが、本発明のイン
クに用いられる着色樹脂エマルションとは構成が異なり、本発明の効果は得られない。
【００２９】
本発明のインクに用いられる着色樹脂粒子としては、１～５０重量％の染料または顔料を
含有する熱可塑性樹脂成分からなるコアを有することが重要である。着色剤が２０℃以下
のすなわち定着温度よりも低いＴｇを有する熱可塑性樹脂成分に５０重量％以下の濃度で
均一に溶解または分散した構成をとることによって、被記録材上で画像の皮膜を形成し、
かつ機械的剪断力を与えて該画像を除去しようとした際、被記録材上に着色剤が残存せず
に皮膜とともに完全に除去される効果が得られる。
【００３０】
本発明における着色樹脂粒子は、着色剤を含有した熱可塑性樹脂からなるコアに、三次元
架橋構造を有する樹脂からなるシェルを有しているが、この構造のシェルを有することに
よって、インクの保存性が良好となるとともに、画像表面の粘着性を押さえ、画像の保存
性が向上する。
【００３１】
このようなカプセルのコア成分として用いられる熱可塑性樹脂成分の具体例としては、好
ましくは、ビニル系樹脂が挙げられる。例えば、スチレン、ｏ－メチルスチレン、ｍ－メ
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第四に、前記カプセルエマルションの平均粒子径が５０～５００ｎｍであることを特徴
とする前記第一乃至第三のいずれか一つに記載のインクジェット記録用インクが提供され
る。

第五に、水性インクを被記録材上に吐出して記録を行うインクジェット記録方法におい
て、該水性インクとして前記第一乃至第四のいずれか一つに記載のインクジェット記録用
インクを用い、該被記録材上に画像を形成した後、この画像に弾性部材によって機械的剪
断力を加えて該画像を除去し、該被記録材を再度利用することを特徴とするインクジェッ
ト記録方法が提供される。

第六に、前記第五に記載のインクジェット記録方法に用いられる被記録材であって、Ｃ
．Ｓ．Ｆ２００ｍｌ以下のパルプ繊維から形成され、かつ、該インクジェット記録用イン
ク中の着色樹脂粒子より小さな径の多孔質の表面を有することを特徴とする被記録材が提
供される。

第七に、前記第一乃至第四のいずれか一つに記載のインクジェット記録用インクにより
前記被記録材上に形成された画像に対し、機械的剪断力を付与する剪断力付与手段を有し
、該剪断力付与手段が、回転可能であり、かつ、前記被記録材と当接する部分に弾性の突
起を有するローラを含むことを特徴とする画像除去装置が提供される。



チルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－フェニルスチレン、ｐ－エチルスチレン、２，
４－ジメチルスチレン、ｐ－ｎ－ブチルスチレン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、ｐ－
ｎ－ヘキシルスチレン、ｐ－ｎ－オクチルスチレン、ｐ－ｎ－ノニルスチレン、ｐ－ｎ－
デシルスチレン、ｐ－ｎ－ドデシルスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｐ－クロルスチレ
ン、３，４－ジクロルスチレン、ｍ－ニトロスチレン、ｏ－ニトロスチレン、ｐ－ニトロ
スチレンの如きスチレン誘導体と、エチレン、プロピレン、ブチレン、イソブチレンの如
きエチレンおよび不飽和モノオレフィン類；ブタジエン、イソプレンの如き不飽和ジオレ
フィン類；塩化ビニル、塩化ビニリデン、臭化ビニル、フッ化ビニルの如きハロゲン化ビ
ニル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、ベンゾエ酸ビニルの如きビニルエステル類；
メタクリル酸およびメタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、
メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、メタクリル酸ｎ－オクチル、メタク
リル酸ドデシル、メタクリル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸ステアリル、メタク
リル酸フェニルの如きα－メチレン脂肪族モノカルボン酸エステル類；アクリル酸および
アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸イソブチル、
アクリル酸プロピル、アクリル酸ｎ－オクチル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸２－エ
チルヘキシル、アクリル酸ステアリル、アクリル酸２－クロルエチル、アクリル酸フェニ
ルの如きアクリル酸エステル類；マレイン酸、マレイン酸ハーフエステル；ビニルメチル
エーテル、ビニルエチルエーテル、ビニルイソブチルエーテルの如きビニルエーテル類；
ビニルメチルケトン、ビニルヘキシルケトン、メチルイソプロペニルケトンの如きビニル
ケトン類；Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルカルバゾール、Ｎ－ビニルインドール、Ｎ－
ビニルピロリドンの如きＮ－ビニル化合物；ビニルナフタリン類；アクリロニトリル、メ
タクリロニトリル、アクリルアミドの如きアクリル酸もしくはメタクリル酸誘導体；アク
ロレイン類を１種または２種以上選択使用して重合させたものが用いられる。
【００３２】
また、カプセルのシェルを形成する三次元架橋構造を有する樹脂の具体例としては、前記
熱可塑性樹脂を形成するモノマーに架橋剤を加えてその重合体を架橋重合体とすることが
できる。
【００３３】
その場合の架橋剤としては一般の架橋剤が適宜使用できるが、それ等の具体例として、ジ
ビニルベンゼン、ジビニルナフタレン、ジビニルエーテル、ジビニルスルホン、ジエチレ
ングリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、エチレング
リコールジメタクリレート、ポリエチレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリ
コールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、１，３－ブチレングリ
コールジメタクリレート、１，６－ヘキサングリコールジメタクリレート、ネオペンチル
グリコールジメタクリレート、ジプロピレングリコールジメタクリレート、ポリプロピレ
ングリコールジメタクリレート、２，２′－ビス（４－メタクリロキシジエトキシフェニ
ル）プロパン、２，２′－ビス（４－アクリロキシジエトキシフェニル）プロパン、トリ
メチロールプロパントリメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、テ
トラメチロールメタンテトラアクリレート、ジブロムネオペンチルグリコールジメタクリ
レート、フタル酸アリル、１，２－プロピレングリコール、１，３－ブタンジオール等を
挙げることができる。
【００３４】
本発明で用いられるコアシェル型のカプセルエマルションを作製するには、まず、着色剤
を含有したコアとなる着色樹脂粒子（コアエマルション）を作製する。具体的には、着色
剤と前記熱可塑性樹脂成分を溶融混練し、微粉砕して水中に分散する方法、着色剤と前記
熱可塑性樹脂成分を溶剤中で混合し、微粒子状にして水中分散させた後前記溶剤を除去す
る方法、これらの熱可塑性樹脂成分を生成するモノマーに着色剤を混合し、水中に分散し
てから重合する方法、水中に分散した熱可塑性樹脂成分エマルションに着色剤を加えて着
色する方法等、いずれの方法でも良い。カプセル中の着色剤含有量は、好ましくは１～９
０ｗｔ％、より好ましくは１０～５０ｗｔ％である。
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【００３５】
次に前記作製したコアエマルションに、架橋性モノマーを添加して重合し、三次元架橋構
造を有する樹脂から成るシェルを形成する。具体的には、添加するモノマーとしては、前
記コアを形成する熱可塑性樹脂成分を溶解もしくは膨潤させる作用のあるものを選択し、
一括または段階的に、もしくは連続的に添加してコアエマルションに吸収させながら、必
要に応じて重合開始剤を加えて重合する。シェルを形成する樹脂の量としては、コア成分
１００重量部に対し、１～１００重量部となるように添加するモノマーの量を調節する。
【００３６】
このようにして作成されたコアシェル型カプセルエマルション粒子の粒子径は、重量基準
で９９％以上の粒子が５０ｎｍから６００ｎｍの範囲にあることが好ましい。６００ｎｍ
を超えるエマルション粒子が存在すると、インクジェットノズルで正常なインク滴の形成
が困難になったり、ノズルの目詰まりの原因となる。また、粒子径が５０ｎｍに満たない
エマルション粒子はビヒクルとともに紙中に浸透しやすい傾向にあり、消去の際に残留す
る可能性がある。着色カプセルエマルションの粒子径に分布がある場合には、平均粒子径
は５０ｎｍ乃至５００ｎｍ程度がよく、その範囲にはいるように適宜調節する。
【００３７】
なお、本発明でいう粒度分布の測定には、インク中のブラウン運動を行っている粒子にレ
ーザー光を照射し、粒子から戻ってくる光（後方散乱光）の周波数変化量から粒子径を求
める動的光散乱法（ドップラー散乱光解析）といわれる方法を用いる。また、平均粒子径
とは、体積累積パーセント５０％の粒子径をさす。
【００３８】
また、インク中における着色カプセルエマルションの含有量は、１～５０ｗｔ％、より好
ましくは３～３０ｗｔ％である。
【００３９】
また、本発明のインクは、２５℃における粘度が８ｍＰａ・ｓ以下、かつ表面張力が４５
ｄｙｎｅ／ｃｍ以下であることが好ましい。インクの粘度が８ｍＰａ・ｓを越える場合は
ヘッドの目詰まりを起こして安定した吐出ができない。また、表面が４５ｄｙｎｅ／ｃｍ
よりも高くなると、普通紙のような被記録材への浸透性が劣り、画像の乾燥性が悪くなっ
たり滲みが発生したりする。
【００４０】
本発明において使用される着色剤としては、顔料または染料が用いられる。ただし、染料
よりも顔料を用いたインクの方が被記録材の染着がないので、画像の除去特性が向上する
。
【００４１】
顔料としては、有機顔料としてアゾ系、フタロシアニン系、アントラキノン系、ジオキサ
ジン系、インジゴ系、チオインジゴ系、ペリレン系、イソインドレノン系、アニリンブラ
ツク、アゾメチン系、ローダミンＢレ－キ顔料、カーボンブラックなどが挙げられ、無機
顔料として酸化鉄、酸化チタン、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、水酸化アルミニウム、
バリウムイエロー、紺青、カドミウムレッド、クロムイエロー、金属粉などが挙げられる
。
【００４２】
この中で特にカラー画像形成に好ましいものとしては、黒インクではファーネスブラック
、アセチレンブラック、チャンネルブラック、ランプブラック等のカーボンブラック類、
アニリンブラック等の有機顔料、銅酸化物、酸化チタン、鉄酸化物等の金属類が挙げられ
る。
【００４３】
イエローインクではアゾ系のＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、１２、１３、１４、１
７、２４、３４、３５、３７、４２、５３、５５、８１、８３、９５、９７、９８、１０
０、１０１、１０４、１０８、１０９、１１０、１１７、１２０、１３８、１５３、１７
４等が挙げられる。
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【００４４】
マゼンタインクではピグメントレッド１、２、３、５、１７、２２、２３、３１、３８、
４８ :２、４８ :２、４８ :３、４８ :４、４９ :１、５２ :２、５３ :１、５７ :１、６０ :１
、６３ :１、６３ :２、６４ :１、８１、８３、８８、１０１、１０４、１０５、１０６、
１０８、１１２、１１４、１２２、１２３、１４６、１４９、１６６、１６８、１７０、
１７２、１７７、１７８、１７９、１８５、１９０、１９３、２０９、２１９が挙げられ
る。
【００４５】
またシアンインクではＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、２、１５、１５ :１、１５ :２、１５
:３、１５ :４、１５ :６、１６、１７ :１、５６、６０、６３、銅フタロシアニン、無金属
フタロシアニン等を用いることができる。
【００４６】
本発明に用いられる染料としては、直接染料、酸性染料、塩基染料、分散染料、油溶性染
料、反応染料、蛍光染料等を用いることが可能であり、具体的には次のようなものが挙げ
られる。
【００４７】
Ｃ．ｌ．アシッド・イエロー１７、 19、２３、２５、３９、４０、４２、４４、４９、５
０、６１、６４、７６、７９、１４２、
Ｃ．ｌ．アシッド・レッド１、８、１３、１４、１８、２６、２７、３５、３７、４２、
５２、８２、８７、８９、９２、９７、１０６、１１ｌ、１１４、１１５、１３４、ｌ８
６、２４９、２５４、２８９、
Ｃ．ｌ．アシッド・ブルー９、２９、４５、９２、２４９、
Ｃ．ｌ．アシッドブラックｌ、２、７、２４、２６、９４、
Ｃ．ｌ．フード・イエロー３、４、
Ｃ．ｌ．フード・レッド７、９、１４、
Ｃ．ｌ．フード・ブラック１、２、
Ｃ．ｌ．ダイレクト・イエローｌ、ｌ２、２４、２６、３３、４４、５０、８６、１２０
、１３２、１４２、１４４、１５７、
Ｃ．ｌ．ダイレクト・レッド１、４、９、１３、１７、２０、２８、３１、３９、８０、
８１、８３、８９、２２５、２２７、
Ｃ．ｌ．ダイレクト・オレンジ２６、２９、６２、１０２、
Ｃ．ｌ．ダイレクト・ブルー１、２、６、１５、２２、２５、７１、７６、７９、８６、
８７、９０、９８、１６３、１６５、１９９、２０２、
Ｃ．ｌ．ダイレクト・ブラック１９、２２、３２、３８、５１、５６、７１、７４、７５
、７７、１５４、１６８、１７１、
Ｃ．ｌ．べーシック・イエロー１、２、１１、１３、１４、１５、１９、２１、２３、２
４、２５、２８、２９、３２、３６、４０、４１、４５、４９、５１、５３、６３、６７
、７０、７３、７７、８７、９１、
Ｃ．ｌ．ベーシック・レッド２、１２、１３、１４、１５、１８、２２、２３、２４、２
７、２９、３５、３６、３８、３９、４６、４９、５１、５２、５４、５９、６８、６９
、７０、７３、７８、８２、１０２、１０４、１０９、１１２、
Ｃ．ｌ．べーシック・ブルー１、３、５、７、９、２１、２２、２６、３５、４１、４５
、４７、５４、６２、６５、６６、６７、６９、７５、７７、７８、８９、９２、９３、
１０５、１１７、１２０、１２２、１２４、１２９、１３７、１４１、１４７、１５５、
Ｃ．ｌ．ベーシック・ブラック２、８、
Ｃ．ｌ．リアクティブ・イエローｌ、５、１１、１３、１４、２０、２１、２２、２５、
４０、４７、５１、５５、６５、６７、
Ｃ．ｌ．リアクティブ・レッド１、１４、１７、２５、２６、３２、３７、４４、４６、
５５、６０、６６、７４、７９、９６、９７、１８０、
Ｃ．ｌ．リアクティブ・ブルー１、２、７、１４、１５、２３、３２、３５、３８、４１
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、６３、８０、９５、
Ｃ．ｌ．リアクティブ・ブラック３、４、７、１１、１２、１７、ニグロシン、
Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック３、５、７、２２、２３、
Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー２、６、１４、１５、１９、２１、６１、８０、Ｃ．Ｉ．ソ
ルベントレッド３、８、２４、２５、４９、８１、８２、８３、８４、１０９、１２１、
Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー１１、１２、２５、３５、３６、５５、７３など。
これらは、単独あるいは複数混合して用いられる。
【００４８】
本発明で用いられる界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸
エステル、デカグリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポ
リオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンヒマシ
油、ポリオキシエチレンラノリン・ラノリン・アルコール・ミツロウ誘導体、ポリオキシ
エチレンアルキルアミン・脂肪酸アミドなどの非イオン性界面活性剤、アルキル硫酸塩、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルメチル
タウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩
、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩などのアニオン性界
面活性剤が挙げられる。
【００４９】
また、本発明のインクには前記成分のほかに、通常インクジェット記録用インクに用いら
れる添加剤、例えば湿潤剤として、またインク成分の溶解安定剤として、種々の水溶性有
機溶媒を用いることができる。
【００５０】
具体的には、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポ
リエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、グリセロールなどの多価アルコール
類、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、
ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、
ジエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコールモノメチルエーテ
ル、プロピレングリコールモノエチルエーテルなどの多価アルコールアルキルエーテル類
、エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノべンジルエーテル
などの多価アルコールアリールエーテル類、Ｎ－メチル－２－ビロリドン、Ｎ－ヒドロキ
シエチル－２－ピロリドン、ｌ，３－ジメチルイミイダゾリジノン、ε－カブロラクタム
、γ－ブチロラクトンなどの含窒素複素環化合物、ホルムアミド、Ｎ－メチルホルムアミ
ド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどのアミド類、モノエタノールアミン、ジエタノー
ルアミン、トリエタノールアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミ
ンなどのアミン類、ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオジエタノールなどの含硫黄
化合物類、プロピレンカーボネート、炭酸エチレンなどが、単独あるいは複数混合して用
いられる。
【００５１】
これら水溶性有機溶媒のインク中の含有量は、好ましくは、ｌ～４０ｗｔ％、より好まし
くは５～２０ｗｔ％である。
【００５２】
また、表面張力の調整のために、種々の浸透剤を用いることができ、具体的には、エチレ
ングリコールモノフェニルエーテル、ジエチレングリコールモノフェニルエーテル、エチ
レングリコールモノアリルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピ
レングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコールクロロフェニルエーテル
などの多価アルコールのアルキル及びアリールエーテル類、フッ素系界面活性剤、エタノ
ール、２－プロパノールなどの低級アルコール類などが、単独あるいは複数混合して用い
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られる。
【００５３】
これら浸透剤のインク中の含有量は、好ましくは０ .５～５ｗｔ％、より好ましくは０ .５
～２ｗｔ％である。
【００５４】
また、必要に応じてその他公知の種々の防腐剤、防黴剤、紫外線吸収剤、光安定剤、ｐＨ
調整剤、防錆剤を用いてもよい。
【００５５】
本発明のインクは、インクジェット記録用インク中の着色樹脂粒子より小さな径の多孔性
の層がＣ．Ｓ．Ｆ２００ｍｌ以下のパルプ繊維からなる被記録材と組み合わせて用いるこ
とで、画像の消去性はさらに向上する。
【００５６】
次に、上記インクを印字した後に該画像を消去するに有用な装置、それを用いての画像消
去方法について説明する。
【００５７】
本発明のインクジェット記録方法で記録された画像を除去する装置は、特に、樹脂エマル
ジョンが水中に分散された水性インクで記録された画像を除去するのに有用である。とり
わけ、画像定着温度に対して３０℃以上低いガラス転移温度又は被膜形成温度を持った樹
脂を芯物質とするエマルジョンを含有する水性インク、並びに、前記第一～六に記載した
インクジェット記録用インクを用いることにより、被記録材上に形成された画像が被膜を
形成するために画像の除去特性が向上する。
【００５８】
この画像除去装置は、インクジエット法により記録された画像を除去するために、少なく
とも該被記録材と接触する部分が弾性部材からなるスバイラル状の突起を有するローラを
回転することにより、被記録材に形成された画像に剪断力を加えて、被記録材上に形成さ
れた画像を除去し、被記録材を再生する装置である。
【００５９】
図１において、画像（１０３）が形成された被記録材（１００）は、ガイド板対（１０５
ａ、１０５ｂ）、被記録材搬送ローラ対（１０４ａ、１０４ｂ）により、スパイラル状に
突起が設けられた画像形成物質除去ローラ（１０１）、加圧ローラ（１０２）との間を通
過するように構成されている。
【００６０】
スパイラル状の突起を持つ画像形成物質除去ローラ（１０１）は、図２のように、被記録
材と接触する部分が螺旋構造を有するが、被記録材と接触する突起の部分は、弾性部材か
ら構成される。
【００６１】
このような画像形成物質除去ローラを製造するための一つの方法は、アルミニウム、鉄、
ステンレススチールなどの金属、フェノール樹脂、ポリスチレン、ＡＢＳ樹脂、ポリエス
テル、ポリアミド、ポリアセタールなどの合成高分子化合物などから構成される芯材に弾
性部材を公知の方法によりロール状に成形した後、スパイラル状に切削加工することであ
る。他の方法は、帯状の弾性部材を前記の芯材に巻き付ける方法である。
【００６２】
弾性部材としては、ジエン系化合物を含むモノマーを重合せしめた重合体を用いることが
好ましい。その例としては、イソプレン、クロロプレン、ブタジエン、ネオプレンなどで
あり、これらのジエン化合物を単独で重合した化合物も使用できるが、これらのジエン化
合物を共重合させたり、塩化ビニル、スチレン、エチレン、プロピレン、ブテン、アクリ
ル酸エステル、酢酸ビニルなどを共重合させた化合物も用いることができる。特に好まし
い弾性部材は、スチレンを含むものであり、より具体的には、スチレン－ブタジエン共重
合体、スチレン－イソプレン共重合体である。これらの弾性部材には、適宜、可塑剤や炭
酸カルシウムなどの充填剤を添加することができる。
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【００６３】
画像形成物質除去ローラ（１０１）と加圧ローラ（１０２）との間には、図示していない
螺旋状バネ、板バネなどにより、圧力が印加される。
【００６４】
加圧ローラは、その表面に天然ゴム、ウレタン・ゴム、シリコン・ゴム、フッ素ゴムなど
のゴム部材を設けたものを使用することもできるが、特にその表面に弾性体を設ける必要
はなく、アルミニウム、鉄、ステンレススチールなどの金属、フェノール樹脂、ポリスチ
レン、ＡＢＳ樹脂、ポリエステル、ポリアミド、ポリアセタールなどの合成高分子化合物
で構成することができる。
【００６５】
画像形成物質除去ローラ（１０１）と加圧ローラ（１０２）との間に印加する力は、ロー
ラの単位長さ当たりにして、３０～１００ｇｆ／ｃｍが好ましい。これらのローラ間に印
加する圧力の適正値は、ローラの径、材質、スパイラルローラと被記録材との接触面積な
どの要因により変化するものである。
【００６６】
除去された画像形成物質（１０８）は、画像形成物質回収容器（１０７）に回収され、適
宜廃棄される。なお図１中、１０６は除去された画像形成物質（１０８）が回収容器（１
０７）の外に濡れないようにするための仕切部材である。
【００６７】
ブレードと呼ばれる刃物部材で画像を除去する方法においては、ブレードのエッジで画像
に剪断力を与えて画像を被記録材から除去するが、本発明の弾性体を有するローラで画像
を除去する方法においては、エッジよりも被記録材と突起が接触する面全体で画像に剪断
力を与えて、画像を除去する。
【００６８】
従って、刃物部材で除去する場合には、エッジの摩耗により画像の除去特性が著しく低下
するが、スパイラル状の弾性部材からなるローラでは、逆にローラ自体が若干摩耗する方
が画像の除去特性が良い。
【００６９】
本発明においては、画像形成物質の除去のために、被記録材の幅全体にブレードを押し当
てるのではなく、スパイラル状に突起を設けたローラを用いることにより、被記録材の搬
送上のトラブルの発生を防止することができる。
【００７０】
すなわち、被記録材の幅方向全体に渡ってブレードを押し付けた場合には、被記録材とブ
レードとの摩擦力が非常に大きくなり、被記録材の表面が荒れたり、被記録材に皺が生じ
たり、スキューや不送りなどの問題が生じる。ところが、ローラにスパイラル状の突起を
設けた場合には、画像除去操作時の特定時間では、被記録材の幅方向の一部にしかローラ
が接触していないので、摩擦力を小さくすることができる。また、全幅で押し当てる場合
には、画像を完全に除去するために、被記録材に押し当てるブレードの圧力を比較的大き
くする必要がある。
【００７１】
また、スパイラル状に突起を設けた場合には、弱い圧力でローラを回転させ、被記録材と
の接触回数を実質的に多くすることにより、画像を完全に除去することができると同時に
、被記録材の搬送性を良好なものとすることができる。特に、スパイラル状の突起形状や
画像形成物質除去ローラと加圧ローラの間に印加する圧力を、特定時間で見た被記録材と
の接触幅とローラの有効幅との比が１／３以下となるようにした場合に、前記の効果を得
ることができる。但しこの比が小さ過ぎると、ローラを高速に回転するため、騒音を発生
する、除去した画像形成物質が飛散しやすくなるなどの問題を生じるため、１／２０以上
の範囲にすることが好ましい。
【００７２】
図４は、同一の筐体内に、インクジエット記録ユニット（４２０）と消去ユニット（４１
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０）とを組み込み、被記録材の搬送経路を共通にした装置の例である。この装置において
、消去ユニット（４１０）は前記ので説明したスパイラル状の突起形状の弾性部材を有す
る画像形成物質除去ローラを用いたものである。記録ユニット（４２０）は、従来より公
知のインクジェット記録手段である。
【００７３】
被記録材は被記録材搬送ローラ対（４２４）と排紙ローラ対（４２１）とでこのユニット
内のプラテン（４２３）と印字ヘッド（４２２）との間を搬送される。この搬送か画像信
号と同期される。インクジェット印字ヘッド（４２２）は、図４の紙面と垂直の方向にシ
ャトル走査されるように構成されている。キャリッジを走査型の他に、印字幅全域に渡っ
てノズル列を有する、所謂、ラインヘッドや疑似ラインヘッドにすることも可能である。
【００７４】
給紙トレー（４０１）内に収納されている被記録材（１０３）は、給紙コロ（４０２）に
より、１枚づつ給紙ガイド（４０３）を介して、消去ユニット（４１０）およびインクジ
エット記録ユニット（４２０）へと搬送される。図４の装置では、同一の被記録材が、消
去ユニット（４１０）およびインクジエット記録ユニット（４２０）とに同時に存在する
場合があり、消去ユニット（４１０）およびインクジエット記録ユニット（４２０）とで
被記録材の搬送速度を変えることが困難である。
【００７５】
従って、被記録材の搬送速度が同一に消去ユニット（４１０）およびインクジエット記録
ユニット（４２０）とは同時に作動するようにすると、通常のインクジエット記録装置で
行われている、画像が無い部分をステップ搬送するという操作ができない。故に、消去ユ
ニット（４１０）およびインクジエット記録ユニット（４２０）とは同時に作動するよう
にすると、画像の記録速度は遅くなってしまう。
【００７６】
このため、使用済みで不用になった被記録材を再生する場合は、消去ユニット（４１０）
のみが作動し、被記録材の再生装置として使用し、画像記録を行う場合には、給紙トレー
（４０１）には画像の記録されていない被記録材を装着して、インクジエット記録ユニッ
ト（４２０）のみを作動させることが好ましい。
【００７７】
【実施例】
以下に実施例及び比較例を示して、本発明を更に具体的に説明する。ここで、文中「部」
及び「％」とあるのは、特に示さない限り重量基準とする。
【００７８】
実施例１～４及び比較例１～４
（着色樹脂エマルションの調製）
＜着色カプセルエマルション１＞
カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化成社製）　　　　　２０部
スチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
アクリル酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０部
アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）　　　　　　　　　３部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３００部
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　１部
上記材料を、ＴＫホモミキサーで攪拌し、微粒子状に分散した。この組成物を、窒素雰囲
気下緩やかに攪拌しながら７０℃で重合し、重合率８０％を越えた時点で、ＡＩＢＮ０．
５部を溶解したジビニベンゼン５部を２時間かけて徐々に添加し、さらに３時間かけて重
合を完結させた。これを遠心分離により粗大粒子を除去して、着色カプセルエマルション
１を得た。粒子径は平均７０ｎｍ、５０～６００ｎｍに９９％以上が分布していた。また
、同一条件でジビニルベンゼンを加えずに重合を完結させた樹脂（コア成分）のＴｇは０
℃以下であった。
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【００７９】
＜着色カプセルエマルション２＞
スチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
メタクリル酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９部
メタクリル酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　２０部
スチレンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１部
過硫酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３００部
上記材料を、窒素雰囲気下７０℃で５時間重合した。次に、黒色分散染料（ Disperse Dia
zo Black B）１０部を添加し、オートクレーブに仕込んで１２０℃で２時間染色して着色
樹脂エマルションを得た。この樹脂エマルションのＴｇは１０℃であった。これに、
スチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
ジエチレングリコールジメタクリレート　　　　　　　　　１０部
アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）　　　　　　　　　１部
を３時間かけて徐々に添加しながら重合を完結させ、着色カプセルエマルション２を得た
。粒子径は平均７０ｎｍ、５０～６００ｎｍに９９％以上が分布していた。
【００８０】
＜着色カプセルエマルション３＞
カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化成社製）　　　　　５０部
スチレン－アクリル酸ブチル共重合体（Ｔｇ＝１５℃）　１００部
キシレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５００部
を良く混合溶解した。次に、
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２００部
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　１部
を含有した水性媒体中に、前記溶解物を混合し、ＴＫホモミキサーで攪拌して平均粒子径
１２０ｎｍに分散した。これを減圧下にキシレンを除去して、遠心分離により粗大粒子を
除去して着色樹脂エマルション２を得た。さらに、
スチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
ジビニルベンゼン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）　　　　　　　　　１部
を３時間かけて徐々に添加しながら重合を完結させ、着色カプセルエマルション３を得た
。粒子径は平均１０５ｎｍ、５０～６００ｎｍに９９％以上が分布していた。
【００８１】
＜着色カプセルエマルション４＞
カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化成社製）　　　　１２０部
スチレン－アクリル酸－
メタクリル酸共重合体（Ｔｇ＝７８℃）　　　　　　　１００部
酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００部
ジエチレングルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　９０部
をよく混合・分散した。次に、ポリビニルアルコール４０部、水酸化ナトリウム１部を溶
解したイオン交換水２０００部を加え、乳化分散液を得た。得られた分散液をロータリー
エバポレーターを用いて酢酸エチルを留去し、着色カプセルエマルション４を得た。粒子
径は平均１５０ｎｍ、５０～６００ｎｍに９７％、６００ｎｍ以上が３％に分布していた
。
【００８２】
（インクの調製）
＜インク１～４＞
上記着色樹脂エマルション１～４をそれぞれ用い、以下の処方によって着色カプセルエマ
ルションインク１～４を作製した。ただし、合成したカプセルエマルションは、遠心分離
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機により軽く沈降させ、イオン交換水で再分散する操作を繰り返すことにより、余剰の分
散剤を除去するとともに、固形分濃度を調製して用いた。なお、インク調整後も着色カプ
セルエマルションの粒子径に変化がないことを確認した。
【００８３】
着色カプセルエマルション（固形分）　　　　　　　　　　１０％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１２％
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
（日光ケミカルズ製、アニオン系界面活性剤）
プロキセルＬＶ（アビシア社製）　　　　　　　　　　　０．４％
イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　量
上記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが１０になるように水酸化リチウム１０％水溶液
にて調整した。その後、均孔径２μｍのメンブレンフィルターで濾過を行い着色エマルシ
ョンインクを得た。インク１～４の２５℃における粘度はそれぞれ２．５ｍＰａ・ｓ、２
．７ｍＰａ・ｓ、２．６ｍＰａ・ｓ、２．９ｍＰａ・ｓ、表面張力は２９ｄｙｎｅ／ｃｍ
、３４ｄｙｎｅ／ｃｍ、３２ｄｙｎｅ／ｃｍ、３２ｄｙｎｅ／ｃｍの範囲であった。
【００８４】
＜インク５＞
着色カプセルエマルション２の作成過程において、シェルを形成する前の着色樹脂エマル
ションを着色カプセルエマルションの代わりに用いて、インク１～４と同様の処方でイン
ク５を得た。このインクの２５℃における粘度は２．７ｍＰａ・ｓ、表面張力は３３ｄｙ
ｎｅ／ｃｍであった。
【００８５】
＜インク６＞
カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化成社製）　　　　　　５％
ポリオキシエチレンアルキルフェニル硫酸アンモニウム塩　　２％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１２％
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
（日光ケミカルズ製、アニオン系界面活性剤）
プロキセルＬＶ（アビシア社製）　　　　　　　　　　　０．４％
イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　量
上記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが１０になるように水酸化リチウム１０％水溶液
にて調整した。その後、平均孔径２ｍのメンブレンフィルターで濾過を行い通常の顔料イ
ンク４を得た。このインクの２５℃における粘度は２．６ｍＰａ・ｓ、表面張力は３３ｄ
ｙｎｅ／ｃｍであった。
【００８６】
＜インク７＞
着色カプセルエマルション２（固形分）　　　　　　　　　３０％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１２％
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
プロキセルＬＶ（アビシア社製）　　　　　　　　　　　０．４％
イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　量
上記処方にて、インク１～４と同様にしてインク７を作製した。このインクの２５℃にお
ける粘度は２０ｍＰａ・ｓ、表面張力は４７ｄｙｎｅ／ｃｍであった。
【００８７】
（被記録材の調製）
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パルプとしてＬＢＫＰとＮＢＫＰを混合比９：１で混合し、離解及び叩解処理によりＣ．
Ｓ．Ｆ１５０ｍｌに調整した。さらに炭酸ソーダ、アルキルケテンダイマー系サイズ剤、
炭酸カルシウムを添加し紙料を調整した。この紙料を長網抄紙機で７０メッシュワイヤー
を用い、通常の中性紙の条件で抄造し、でんぷん及び塩化ナトリウムをサイズプレスした
後、温度１２０℃、圧力１８０ｋｇのマシンカレンダーを通し、米坪６４ｇ／ｍ 2、密度
０．７ｇ／ｃｍ 3の紙を得た。
【００８８】
（評価）
圧電素子を用いたオンディマンド型のインクジェット・プリンター（リコー社製ＩＰＳＩ
Ｏ　ＪＥＴ　３００）を用い、上記のインクをヘッドに充填して室温（２０℃）で印字を
行い、下記方法によって得られた画像の品質、画像消去性、及びインクの吐出安定性を評
価した。結果を表１に示す。
なお、被記録材は、ＮＢＳリコー社製ＭｙＰａｐｅｒまたは上記調製例で作製した用紙を
用いた。
【００８９】
１．画像消去性：画像が記録された被記録材を第１図の装置を用い、線速度１０ｍｍ／ｓ
ｅｃ、画像除去ローラのスパイラル状突起部と被記録材とが被記録材の同一部分に３回当
接する条件で、画像除去ローラの回転速度を調整して、画像の消去操作を行った。目視で
紙上の残存画像は観察されず未使用の紙とまったく区別がつかなかった場合を◎、目視で
は紙上の残存画像はほとんど観察されず再使用上問題のなかった場合を○、紙の上の画像
は少し薄くなったものの紙の再使用はできなかった場合を△、画像がまったく剥がれなか
った場合を×として示した。
【００９０】
２．画像品質：インクジェットプリンターにて印写を行い、画像滲み、濃度を目視により
観察し、良好なものを○、滲みが目立ち濃度が低いものを×として示した。
【００９１】
３．画像保存性：画像が記録された被記録材１０枚を重ね、５０ｇ／ｃｍ 2の圧力がかか
るようにおもりを乗せて室温にて１週間放置した後、画像面が接している他の記録材裏面
へのインク付着を調べた。全くインク汚れが生じていないものを○、インクの付着が認め
られたものを×として示した。
【００９２】
４．吐出安定性：室温において１０ｈの連続噴射を行ない、画像の乱れなく印字ができた
場合を〇、印字不能であった場合を×として示した。
【００９３】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９４】
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【発明の効果】
以上のように、請求項１の発明によれば、水、湿潤剤、及び着色剤樹脂粒子を主成分とす
る水性インクであって、前記着色樹脂粒子が少なくとも染料または顔料を含有する熱可塑
性樹脂成分からなるコアと、三次元架橋構造を有する樹脂からなるシェルを有して成るコ
アシェル型のカプセルエマルションであることを特徴とするインクジェット記録用インク
であり、画像滲みが少なく、吐出安定性にすぐれ、かつ、被記録材上に形成した画像に、
弾性部材によって機械的剪断力を加えて画像を除去することができるため、被記録材をく
り返し使用することができる。
【００９５】
請求項２のインクジェット記録用インクによれば、前記着色剤を含有するコアシェル型の
カプセルエマルションにおいて、熱可塑性樹脂成分からなるコアのガラス転移温度が２０
℃以下であることによって、画像の成膜性が良好でさらに画像の消去性が向上する。
【００９６】
請求項３のインクジェット記録用インクによれば、熱可塑性樹脂成分からなるコアに対し
て前記着色剤が１乃至５０重量％含有することによって、画像濃度が高く、かつ機械的剪
断力によって樹脂成分とともに着色剤成分が完全に除去されるため、画像の消去性がさら
に向上する。
【００９７】
請求項４のインクジェット記録用インクによれば、上記水性インク中のカプセルエマルシ
ョンの粒子径が５０～６００ｎｍの間に９９重量％以上分布していることによって、着色
剤が被記録材内部に浸透せず比較的表面で被膜を形成し、画像品質が向上するとともに画
像消去性が向上し、また、インクのノズルからの吐出安定性が向上する。
【００９８】
請求項５のインクジェット記録用インクによれば、上記水性インク中のカプセルエマルシ
ョンの平均粒子径が５０～５００ｎｍであることにより、インクの吐出安定性に優れ、着
色剤成分が記録材表面に留まりやすいことによりさらに画像の消去性が向上する。
【００９９】
請求項６のインクジェット記録用インクによれば、２５℃における粘度が８ｍＰａ・ｓ以
下、かつ表面張力が４５ｄｙｎｅ／ｃｍ以下であることにより、ノズルからのインク吐出
安定性が向上し、被記録材への吸収性が高く滲みの少ない画像がられる。
【０１００】
請求項７の発明によれば、インク中に着色剤成分として着色剤を含有した樹脂エマルショ
ンのみを含有する請求項１乃至６に記載の水性インク、あるいは着色剤及び熱可塑性樹脂
を水中に分散させた水性エマルションインクを用いて被記録材上に画像を形成した後、該
画像に弾性部材によって機械的剪断力を加えて該画像を該被記録材から良好に除去できる
ため、低コストで該被記録材を再度利用することが可能となる。
【０１０１】
請求項８の発明によれば、上記インクジェット記録法に用いる被記録材が、Ｃ．Ｓ．Ｆ２
００ｍｌ以下のパルプ繊維から構成され、かつ、上記水性中の着色カプセルエマルション
より小さな径の多孔質の表面を有する、というものであり、この被記録材に画像形成を行
うと、機械的剪断力を加えことで、画像除去が良好に行われ、再使用用の被記録材を良好
な状態で得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】画像消去装置ユニットの一例である。
【図２】弾性部材を装備した画像形成物質除去ローラの一例である。
【図３】画像形成物質除去ローラと加圧ローラの間を通過した記録部材から画像が剥離さ
れる状態を表わした模式図である。
【図４】図１の消去ユニットを、インクジエット記録ユニットと同一の筐体内に組み込み
、被記録材の搬送経路を共通にした装置の例である。
【符号の説明】
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１００　被記録材
１０１　画像形成物質除去ローラ
１０２　加圧ローラ
１０３　画像
１０４ａ、１０４ｂ　被記録材搬送ローラ対
１０５ａ、１０５ｂ　ガイド板対
１０６　仕切部材
１０７　画像形成物質回収容器
１０８　画像形性物質
４０１　給紙トレー
４０２　給紙コロ
４０３　給紙ガイド
４１０　消去ユニット
４２０　インクジェット記録ユニット
４２１　排紙ローラ対
４２２　印字ヘッド
４２３　プラテン
４２４　被記録材搬送ローラ対
４３０　排紙トレー
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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